
 

 

２０２１年７月１６日 

藤沢市と小田急電鉄株式会社 

持続可能な地域循環型社会の推進に係る連携協定を締結 

 

 

藤沢市（市長：鈴木 恒夫）と小田急電鉄株式会社（社長：星野 晃司）は、持続可能な地域循環型

社会の推進と社会要請である SDGsの達成を目指し、「持続可能な地域循環型社会の推進に係る連携

協定」を締結いたしました。 

藤沢市は、「地域から地球に拡がる環境行動都市」の実現を目指して SDGs の取り組みを推進して

います。また、小田急電鉄は、新たな経営ビジョン「UPDATE 小田急～地域価値創造型企業にむけ  

て～」を掲げ、地域に新しい価値を創造していくことを目指しています。今般、海洋プラスチック

ごみの削減など、環境にやさしい活動を通じた持続可能な地域社会の実現に向けて、藤沢市と小田

急電鉄は連携し他のパートナーとともに取り組んでまいります。 

 

【「持続可能な地域循環型社会の推進に係る連携協定」の内容】 

No. 取組事項 具体的な活動テーマ 

(1) プラスチックごみの削減や 

海洋プラスチックごみ対策に関すること 

1）マイボトル普及として給水スポット情報の拡充、発

信促進 

2）ボトル Toボトルに向けたペットボトル回収の促進 

(2) 環境美化に関すること 1）環境美化に関する市民向け教育プログラムを開発、

活動を推進 

2）環境活動を促進するため小田急ポイントを付与 

(3) ごみ減量の推進に関すること 1）循環型社会実現に向けた DX の推進 

2）食品ロスの削減 

3）シェアリングサービスを活用したゴミの削減 

(4) その他取組が必要と思われること 今後検討 

※ 太字下線は本協定締結にあわせて具体的なアクションを開始するものを表しています。各活動

テーマの詳細は次ページをご覧ください。 

 

【協定式の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （左）鈴木市長 （右）星野社長               連携パートナーとともに 



【具体的な活動テーマ詳細】 

No. 具体的な活動テーマ 

(1) プラスチックごみの削減や海洋プラスチックごみ対策に関すること 

 1）マイボトル普及として給水スポット情報の拡充、発信 

藤沢市が持つ給水スポットの情報*1と、藤沢市内の小田急線 7駅（長後駅、湘南台駅、六会日大前

駅、善行駅、藤沢駅、鵠沼海岸駅、片瀬江ノ島駅）の水飲み場の情報を、mymizu*2、無印良品    

「水 – MUJI Life」*3 のアプリ、リフィルジャパン*4 のホームページに本日から掲出します。   

また、藤沢市ホームページに、ボトルト*5、mymizu、無印良品「水 – MUJI Life」、リフィルジャパ

ンのホームページへのリンクを追加します。 

※今後各社と連携し、給水スポットの情報を増やしていく取組みを実施していきます。 

※藤沢市オープンデータライブラリのデータを拡充していく取組みの一環でもあります。 

※パートナーの並び順は五十音順です。 

 2）ボトル Toボトルに向けたペットボトル回収の促進 

駅における資源再生可能なペットボトル回収促進を検討していきます。 

(2) 環境美化に関すること 

 1）環境美化に関する市民向け教育プログラムを開発、活動を推進 

一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパン*6が提供する教育キット「ゼロ・ウェイストゲーム（ご

みゼロゲーム）」等を使った啓発プログラムを実施（今秋予定）するとともに、市内小学校等にお

いて鉄道事業を中心とする環境負荷低減の取組みを講座として実施すること等により、市民への

教育・啓発を推進していきます。 

 2）環境活動を促進するため小田急ポイントを付与 

市民の環境意識の醸成、市で実施する環境活動に参加する市民への、小田急ポイントを付与する取

組みを検討していきます。 

(3) ごみ減量の推進に関すること  

 1）循環型社会実現に向けた DXの推進 

小田急電鉄が開発を進める廃棄物収集サポートシステムの実証実験により培った収集業務の DX 化

による知見を活用し、藤沢市における資源循環体制の構築を目指していきます。 

 2）食品ロスの削減 

小田急電鉄が提供する飲食店と利用者をつなぐアプリ「KYOUDOKO(キョウドコ)」*7を活用して、外

食、中食事業者が、賞味期限が迫る食材、食品、商品情報を市民に発信し、消費を促すことで食品

ロス削減を目指します。本日から、26 店舗の協力のもと、藤沢版のサービスを開始します。 

※藤沢市経済部・健康医療部、藤沢商工会議所と連携し、地域の地産地消店の支援、地元商業の活

性化ツールとしても活用していきます。 

 3）シェアリングサービスを活用したゴミの削減 

小田急電鉄が構築中のサービスプラットフォーム「ONE（オーネ）」*8においてシェアリングサービ

スを提供するパートナー企業と協働し、駅および公共施設へのサービス展開を促進することで、 

シェアによるゴミの削減を目指していきます。 

(4) その他取組が必要と思われること  

 都度、協議のうえ追加していきます。 

 



パートナー：本提携におけるパートナーは 6者です。 

【パートナーに関するロゴ】※パートナーの並び順は五十音順です。 

 

 

  

 

                           

 

 

 

 

【参考】 

*1 藤沢市が持つ給水スポットに関するデータは、藤沢市オープンデータライブラリに掲出される

「給水スポット」データです。 

http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/dxs/shise/kekaku/kakushu/datalibrary.html 

*2 mymizu は、国内外問わず社会的イノベーションを大きく活性化することをミッションとした非

営利型一般社団法人 Social Innovation Japanから生まれたプロジェクトです。 

iOS 版アプリ https://apps.apple.com/jp/app/mymizu/id1480535233 

Android版アプリ https://play.google.com/store/apps/details?id=co.mymizu.mymizu 

*3 無印良品「水 – MUJI Life」は、株式会社良品計画が運営する、無印良品店舗のほか公共の給

水ポイントが検索できるアプリです。 

https://www.muji.com/jp/ja/stories/food/520171 

iOS 版アプリ https://apps.apple.com/jp/app/id1500709266 

Android版アプリ https://play.google.com/store/apps/details?id=com.muji.life.water 

*4 リフィルジャパンは、水 Do！ネットワークが運営する、給水スポットを日本全国に広げる  

プラットフォームです。 

https://www.refill-japan.org/ 

藤沢市を中心とする湘南エリアでは、地域組織である「リフィル湘南」が活動しています。 

https://www.refill-japan.org/team/refill-shonan/ 

*5 ボトルトは、BOTLTO（ボトルト）株式会社が運営する、リフィルしたいお店、ドリンクの中身

だけ買いたい人をつなぐマッチングサービスです。 

iOS 版アプリ https://apps.apple.com/jp/app/botlto/id1458488696 

Android版アプリ https://play.google.com/store/apps/details?id=com.botlto 

*6 一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパンは、従来のリサイクルを中心にした「ごみにしな

い」モデルに加え、「ごみを生み出さない」モデル（循環型の生産・流通・販売モデルや、そ

のためのプロダクトデザイン）をグローバルスタンダードにすることを目指し、行政・民間領

域の双方で、ステークホルダーと共に『ゼロ・ウェイスト』を実践する機会を創出します。 

*7 KYOUDOKO(キョウドコ)は、小田急電鉄、小田急エージェンシー、ジョージ・アンド・ショーン

が共同で開発、実証を進める、地域コミュニティ活性化を目的にしたアプリです。 

iOS 版アプリ https://itunes.apple.com/jp/app/id1483888485?mt=8 

Android版アプリ https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.odakyu.kyoudokoapp 

http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/dxs/shise/kekaku/kakushu/datalibrary.html
https://apps.apple.com/jp/app/mymizu/id1480535233
https://play.google.com/store/apps/details?id=co.mymizu.mymizu
https://www.muji.com/jp/ja/stories/food/520171
https://apps.apple.com/jp/app/id1500709266
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.muji.life.water
https://www.refill-japan.org/
https://www.refill-japan.org/team/refill-shonan/
https://apps.apple.com/jp/app/botlto/id1458488696
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.botlto
https://itunes.apple.com/jp/app/id1483888485?mt=8
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.odakyu.kyoudokoapp


ジョージ・アンド・ショーンは、見守りタグ「biblle（ビブル）」の開発・販売および、AIを

用いた高齢者認知症や、その早期段階である軽度認知障害(以下:MCI)の早期検知などのヘルス

ケア・サービスを提供する企業です。藤沢市では、参加型社会実験イベント「ウルトラ見守り

チャレンジ」の取組みがあります。 

*8 ONE（オーネ）は、小田急電鉄が進める、暮らしにうれしい多彩なサービスが 1つの IDで利用

可能になるサービスです。  

 

このニュースリリースは、以下の皆さまにお届けしています 

○国土交通記者会   ○横浜経済記者クラブ   ○藤沢記者クラブ 

 
このニュースリリースに関するお問い合わせは、次の担当までお願いいたします 

小田急電鉄㈱ ＣＳＲ・広報部［池田・谷内］ 電話：０３－３３４９－２２９０ 


